
住
宅
地
に
大
き
な
施
設
や
工
場
な
ど
を
好
き

勝
手
に
建
て
る
と
無
秩
序
で
住
み
に
く
い
ま
ち

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
都
市
計
画
に

よ
り
市
街
地
を
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業

地
域
な
ど
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
建
築
で
き
る

建
物
の
用
途
や
規
模
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
個
々
の
建
物
に
つ
い
て
、
建

築
計
画
が
建
築
基
準
法
に
合
っ
て
い
る
か
を
審

査
し
て
い
る
ほ
か
、
中
高
層
ビ
ル
な
ど
の
建
築

主
に
対
し
て
は
、
周
囲
の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
事
前
説
明
会
の
開
催
を
条

例
で
義
務
づ
け
る
な
ど
、
無
秩
序
な
ま
ち
づ
く

り
に
な
ら
な
い
よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
に
よ
り
一
定

の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
手
で
地
区
独
自
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
方
法
が
、「
地
区
計
画
」
や
「
建
築

協
定
」
と
い
っ
た
提
案
制
度
で
す
。

◆
地
区
計
画
と
は

住
宅
地
や
商
店
街
な
ど
、
住
民
の
暮
ら
し

の
基
礎
的
な
「
地
区
」
を
単
位
と
し
て
、
地

区
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
も
の(

上
図
参
照)

。
道
路
や
公
園

な
ど
の
配
置
、
建
物
の
用
途
、
高
さ
、
ま
ち

な
み
の
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

地
区
住
民
な
ど
の
合
意
で
地
区
計
画
を
提

案
す
る
と
、
一
定
の
手
続
き
を
経
て
、
市
が

都
市
計
画
決
定
を
し
ま
す
。
条
例
化
さ
れ
る

の
で
、
住
民
が
決
め
た
ル
ー
ル
で
法
的
規
制

が
か
け
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
地
区
計
画
は
市

内
に
十
三
地
区
あ
り
ま
す
。

◆
建
築
協
定
と
は

「
閑
静
な
戸
建
て
住
宅
地
に
し
た
い
」「
建

物
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
た
い
」
な
ど
、
き

れ
い
な
街
並
み
と
な
る
よ
う
建
物
の
形
や
高

用
途
地
域
や
建
築
基
準
法
は

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル

自
分
た
ち
で
決
め
る

地
区
限
定
の
ル
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
が

で
き
る
ま
で

１
地
域
で
の
話
し
合
い

自
分
の
住
む
地
域
を
よ
り
住
み
や
す

く
す
る
た
め
地
域
の
み
ん
な
で
話
し

合
い
ま
す
。
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い

て
市
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

建
築
協
定
を
結
ぶ
と
き
は
、
土
地
の

所
有
者
な
ど
の
合
意
が
必
要
で
す
。

地
区
計
画
の
提
案
に
は
地
区
住
民
の

合
意
が
必
要
で
す
。

都
市
景
観
地
区
の
場
合
、
地
区
住
民

の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で
指
定
し
ま

こんなまちに
したいなぁ…

２
地
域
住
民
の
合
意
・
賛
同

３
市
へ
の
提
案
・
申
請

４
都
市
計
画
の
決
定
・
条
例
化

地区計画の適用例

市
民
が
決
め
る
独
自
の
〃
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
〃

知
っ
て
ま
す
か
？

（良好な住環境形成区域）

地
区
の
み
な
さ
ん
が
話
し
合
っ
て
、
地
区
限
定
の
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
、「
地
区
計
画
」
や
「
建
築
協
定
」

な
ど
の
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
住

民
が
望
む
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら

れ
ま
す
。

「
地
区
計
画
」
は
、
左
図
の
よ
う
な
狭
い
範
囲
の
地
区
で
も
Ｏ
Ｋ
！
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さ
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
住
民
が
お
互
い
守

り
合
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
制
度
で

す
。
建
築
基
準
法
よ
り
も
細
か
な
基
準
が
決

め
ら
れ
ま
す
。
協
定
を
結
ぶ
と
き
に
は
地
区

住
民
な
ど
の
合
意
に
よ
り
決
め
る
こ
と
が
で

き
、
運
営
も
住
民
が
行
い
ま
す
。

◆
都
市
景
観
地
区
と
は

緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
街
並
み
や
伝
統
的
な

街
並
み
な
ど
、
優
れ
た
都
市
景
観
を
創
造
し

保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
が
市
に
そ
の

指
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
に
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
し
か
分

か
ら
な
い
「
地
域
の
良
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
自

分
た
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
ま
ず
は

地
域
の
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

ご
説
明
し
ま
す

建
築
協
定
、
地
区
計
画
な
ど
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
み
な
さ
ん
の

た
め
に
、
市
の
職
員
が
自
治
会
、婦
人

会
な
ど
が
主
催
す
る
会
合
へ
出
向
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
団
体

の
代
表
の
か
た
は
、
開
催
希
望
日
の

三
週
間
前
ま
で
に
、
都
市
計
画
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
開
催
場
所
は
市

内
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

都
市
計
画
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
１
５
２

14年度中に保険料の免除を受けたかた

国民年金
●保険料の免除制度●
所得の減少や失業などで、経済的に国民年金

の保険料の納付が困難な場合、本人の申請によ
り免除される制度があります。

14年度中に免除の承認を受けたかたは、承
認期間が６月30日(月)までとなっています。引
き続き希望される場合は、７月１日(火)から８
月29日(金)までに国保年金課、土崎支所、新屋
支所で手続きをしてください。

新たに免除申請をされるかた
保険料免除制度には、「全額免除」「半額免除」
の制度があり、申請のあった月の前月分の保険
料から対象になります。
免除された期間は、年金を受けるための資格

期間として取り扱われますが、10年以内に追納
しない場合は、受け取る年金額が減額されます。

対象

①前年の所得が少なく、保険料の納付が困難な
かた(免除の基準となる所得金額については
国保年金課へお問い合わせください)
②失業、事業の休業・廃業により保険料の納付
が困難なかた
③震災、風水害、火災などにより保険料の納付
が困難なかた

申請に必要なもの

●年金手帳●印鑑
●被保険者、配偶者、世帯主のうち平成15年
１月１日現在秋田市内に住所がないかたの所
得控除内容が記載されている所得証明書

上記対象の②③の特例的な理由
による場合は、その事実を明ら
かにする書類の添付が必要です。

② 「雇用保険受給資格者証」「離職票」「雇用
保険被保険者資格喪失確認通知書」など

③ 「罹災証明」

建物の高さを決めたいね

「地区計画」が定められている山手台(平成13年撮影)。
「建築物の敷地面積は最低限200㎡とする」「建築物の
外壁などは、敷地境界線までの距離を１ｍ以上とする」
「建築物の周囲は原則生垣とする」などの地区計画が
定められています。

学生のかたは

学生のかたは、「学生納付特例制度」の対象とな
ります。受け付けは随時、学生証または在学証
明書、印鑑、年金手帳をお持ちください。ただ
し、海外留学生は対象となりません。海外に転
出したかたには、任意加入制度があります。

デザインを
統一したいわネ

国保年金課国保年金資格担当tel(866)2097問い合わせ

広報あきた　６月27日号09

▲
▲


